
                    

 

平成 25 年 9 月 30 日 

  各       位 
会 社 名 株式会社アダストリアホールディングス 

代 表 者 代表取締役社長  遠 藤 洋 一 

( コ ー ド 番 号 ２ ６ ８ ５  東 証 第 一 部 ) 

問 合 せ 先 経営戦略部長  新 谷  亮 

 ( T E L : 0 3 - 6 8 9 5 - 6 0 6 4 ) 

 

第２四半期業績予想との差異及び第２四半期業績予想との差異及び第２四半期業績予想との差異及び第２四半期業績予想との差異及び通期通期通期通期業績予想の修正に関するお知らせ業績予想の修正に関するお知らせ業績予想の修正に関するお知らせ業績予想の修正に関するお知らせ    
 

平成 25 年４月４日に公表いたしました平成 26年２月期第２四半期累計期間の業績予想と

実績との差異が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。また、株式会社トリニテ

ィアーツ、株式会社ＮＡＴＵＲＡＬ ＮＩＮＥとの経営統合および持株会社体制への移行

（総称して以下「本件統合」といいます。）による影響を踏まえ、通期業績予想を修正いた

しましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

１．第２四半期業績予想との差異について 

（１）連結 

第２四半期累計期間連結業績予想値との差異（平成 25年 3月 1日～平成 25年 8月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 1 株当たり四半期純利益 

前回発表予想(A) 百万円 

61,300 

百万円 

3,500 

百万円 

3,600 

百万円 

2,100 

円銭 

96.59 

実績値(B) 63,749 3,767 3,980 2,090 96.04 

増減額(B－A) 2,449 267 380 △9  

増減率(%) 4.0 7.6 10.6 △0.4  

(ご参考)前期実績 

平成25年 2月期第 2四半期 

55,152 3,761 3,844 2,169 92.54 

（２）個別 

第２四半期累計期間個別業績予想値との差異（平成 25年 3月 1日～平成 25年 8月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 1 株当たり四半期純利益 

前回発表予想(A) 百万円 

55,300 

百万円 

3,700 

百万円 

3,800 

百万円 

2,300 

円銭 

105.79 

実績値(B) 56,553 4,803 5,006 3,024 138.95 

増減額(B－A) 1,253 1,103 1,206 724  

増減率(%) 2.3 29.8 31.7 31.5  

(ご参考)前期実績 

平成25年 2月期第 2四半期 

53,185 3,598 3,792 2,186 93.28 



２．通期業績予想の修正について 

（１）連結 

通期連結業績予想の修正（平成 25年 3月 1日～平成 26年 2月 28日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり当期純利益 

前回発表予想(A) 百万円 

134,000 

百万円 

10,100 

百万円 

10,300 

百万円 

6,100 

円銭 

280.56 

今回発表予想(B) 157,900 10,100 10,300 4,900 213.75 

増減額(B－A) 23,900 0 0 △1,200  

増減率(%) 17.8 0.0 0.0 △19.7  

(ご参考)前期実績 

(平成 25 年 2 月期) 

121,670 9,717 9,951 5,508 241.45 

（２）個別 

通期個別業績予想の修正（平成 25年 3月 1日～平成 26年 2月 28日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり当期純利益 

前回発表予想(A) 百万円 

120,300 

百万円 

9,800 

百万円 

10,000 

百万円 

6,100 

円銭 

280.56 

今回発表予想(B) 57,500 4,900 5,100 3,100 135.23 

増減額(B－A) △62,800 △4,900 △4,900 △3,000  

増減率(%) △52.2 △50.0 △49.0 △49.2  

(ご参考)前期実績 

(平成 25 年 2 月期) 

115,089 9,252 9,634 5,439 238.43 

 

３．業績予想との差異および修正の理由 

（１）第２四半期業績予想との差異の理由 

当社の個別業績において、既存店売上高が公表計画（対前年比99.6％）に対して102.5％

に増加し半期を通じて売上高が概ね順調に推移したこと等から、前回発表予想を上回りま

した。 

また、連結業績においては、第２四半期より株式会社ＮＡＴＵＲＡＬ ＮＩＮＥを連結

子会社としたことに伴って発生したのれんの償却等の費用が増加したものの、個別業績の

好調を主因として売上高、営業利益および経常利益で前回発表予想を上回り、当期純利益

では概ね前回発表予想通りの実績となりました。 

 

（２）通期業績予想修正の理由 

当社が、平成25年４月４日に公表いたしました通期連結業績予想においては「本件統

合」による影響が含まれていなかったことから、今般、「本件統合」の影響を算定の上、

通期連結業績予想を修正いたします。主な修正理由としましては、第２四半期より連結子

会社となった株式会社ＮＡＴＵＲＡＬ ＮＩＮＥおよび第３四半期より連結子会社とな

る株式会社トリニティアーツの業績、ならびに「本件統合」に伴って発生したのれんの償

却等の影響を反映しております。 



また、通期個別業績予想につきましては、「本件統合」に伴って、当社が平成25年９月

１日より関係会社の経営指導や管理等を行う持株会社へ移行したことを踏まえ、第２四半

期累計期間までの株式会社ポイントの個別業績に、第３四半期以降の株式会社アダストリ

アホールディングスの個別業績予想を加えることにより、通期の個別業績予想値を算定し

ております。 

 

（注）上記の業績予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の

前提に基づいており、実際の業績は様々な要因により予想数値と可能性があります。 

 

 

以  上 


